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これまでの取組： 内容

メン

 

名古屋大学 機関リポジトリ※２

※１ 地上観測データを横断検索できる、メタデータ
データベース。1,200以上のメタデータファイルを収録。

SPASE
スキーマ
形式

メタデータ

JPCOAR
スキーマ
形式

メタデータSPASE→JPCOARへ
マッピングして登録

IUGONETのDB（宇宙科学分野のDB）※１

※２ 名古屋大学学術機関リポジトリ（NAGOYA Repository）

宇宙科学分野
の標準的なス
キーマの一つ

機関リポジトリ
に汎用的に使わ
れるスキーマ



これまでの取組： マッピングのイメージ

JPCOAR SPASE



これまでの取組： メンバー

 2022年7月から以下のタスクフォースメンバーで実施メン

 

宇宙科学分野の研究者
（宇宙地球環境研究所 教員） 図書館職員 情報科学エンジニア

SPASE・IUGONET
に関する知識

JPCOAR・リポジトリ
に関する知識

変換プログラム作成



これまでの取組： 結果

 284件（研究代表者が名古屋大学所属者のもの）の登録完了

https://nagoya.repo.nii.ac.jp/search?page=1&size=20&sort=controlnumber&search_type=2&q=1668993801802



これまでの取組： なぜ行ったか？

 機関リポジトリに登録することで・・・

 メタデータのハーベストによる被検索可能性向上
機関リポジトリ →(NII) IRDB → データカタログ横断検索システム→ Google Dataset Search

 DOI取得可能
 大学や機関の知の資産に
 共通メタデータ項目に対応可能
 NII Research Data Cloudへの情報収蔵



これからの取組： 他機関・他分野への展開

SPASEJPCOAR
メタデータ
マッピング

名古屋大学
機関リポジトリ

メタデータ
(SPASEスキーマ)

宇宙惑星
科学分野

第１段階

＊＊＊分野 ＊＊＊分野

名古屋大学
機関リポジトリ

メタデータ
(SPASEスキーマ)

abcJPCOAR
メタデータ
マッピング

xyzJPCOAR
メタデータ
マッピング

メタデータ
(abcスキーマ)

メタデータ
(xyzスキーマ)

SPASEJPCOAR
メタデータ
マッピング

第２段階（A）

＊＊＊
分野

＊＊＊
分野

宇宙惑星
科学分野

A大学

B研究所

第２段階（B）

C大学



これからの取組： 九州大学への展開

IUGONET
メタデータ 九州大リポジトリ

SPASE→JPCOAR
へマッピングし登録

・JPCOARスキーマ使用
・リポジトリのシステムは名古屋大 
とは異なる（≠JAIRO Cloud）

・名古屋大の手法をふまえ試行中
・GakuNinRDMのデータ解析機能を活用
 （PythonやRのプログラムの実行・開発環境）

 ROIS-DS共同研究2023の一環として活動



これからの取組： 学内でのDB・スキーマ調査

 大学内で研究分野ごとに下記のような項目についてアンケート調査を
実施中

研究データの公開に使用したことがあるサービス

公開データの入手経験について

専門分野で使用しているメタデータスキーマ …etc

→ 他分野展開を進めるきっかけになれば



最後に

マッピングに関する情報や利用希望等がありましたら
ぜひ下記までお寄せ下さい。

お問い合わせ先：名古屋大学附属図書館学術機関リポジトリ担当
lib-os@t.mail.nagoya-u.ac.jp
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